






グ信号を個別の 3回路で誤旋を行い、 1個の二重積分型A-D コンパ{タで、ディジタ川言号変換を
行い、測定値(電圧、圧力、蹴鉛を 3112 桁ディジタル表示を行う fディジタル表示型圧力・距離
測定装置の製作j の帯噺修を行いましたヲ
2. 研修実施日程
下記に専門研修日程表(17 回、延べ約 31 時f却を示す。はじめに、参考図書(トランジスタ技術の








1拝9月 13日(木:)13 :∞"'15 :∞ 草罪靭H関西について、研修の御扮担
10月 1 日(月)13:30--16: (あ 圧力誤健装置(輪講)、距離測定装置について検討
10月 12 日(鉛 13: 3(ト14:40 ひずみ視淀回路部品選定配布、研修方法撫す
10月 17日(水)10 :∞-----11:40 ひずみゲージとプリッ、ス亘路について検討
10月24日(水)10:0--"'12: 0 「ストレイゲージュ一千ーガイドj 舗講)
11月 9 日(1Îl)10 : (泊-----11:50 プリッ汎E路樹充選定、ひずみ事施用りん青鋪板製作
11月 14 日 ωく)10: ∞---"'12: (却 巨路部皐選定配布、ひずみ測定用材料の製作
11月 28日(水)10:0--"'1 : 30 ひずみ調淀E路(ブリシジ抵抗部)と回路函の検討
12月 5 日(水)10 :∞---"'12 :∞ 各金属、プラス，h1板等のひずみ演廃材料にゲージ接着
12月 13日(木:)10 : 0"'-'12 : (泊 Iひずみ調i淀E磁j製作について検討
12月 19 日(泳)10 : 0--1 : 45 『ひずみ讃淀回路J と rt"" 1;;~ ~N電圧寸恒路j の切替却額帝劇
14年1月 17日(木:)10: (泊-----12 :∞ Tナ官1" 3回路とA-D変換ディシ7ル表示巨磁の検討
i月お日(水)10 :∞"'11: ∞ r3回路切者間げンrIC回路j製作について検討
2月 22 日(鉛 13: 3ト14:30 fひずみ誤!庭回路J?f 1V'~/I号提示回路接錦こつb 、て検討
3月 5 日(火)16 :∞-----17 :∞ fひずみ混旋回路J?f .(~'" ~.ル表示E路接続こついて擬す
3月 12 日(火)13 : 30"'15 : 40 fひずみ捜旋回路J駆動諒験と ri磁鍛淀直路j喜f.Jl~布





























図2 ゲージ付ひずみ誤腕謝料ん青鏑tlxlO，15，2Ox89 ・ステンレス板tlx2Ox88 ・ア
















R = R] = R2 = R3 = R4 とすると、ひずみゲージにひ
A 








式2 Ll e =竺主.Ll空ー
4R + 2L"lR 
LlR<<Rを考議すれば

























る。ゼ、ロ点頭整は、オフセット調整による方法で、 OPアンプ (μ陀425OC) に、可変抵抗 (20kQ) 
にて、ひずみゲージ無負荷特に、ディジタル表示を見ながらゼ口調整を行う。感度調整土、ゲージ










高齢を 1 個のA-Dコンノ〈ータでデ、ジタノLイ言号変換を行い、 31/2桁デジタル表示を行う演庭値切観目
路(図 7) を製作した。この回路はシュミット回路付き NAND ICσ笹~132P)で、各測定回路を選
択切換し、その信号を受けてアナログスイッチ用 ICσ日侃6BP) が駆動して、各誤，~定値信号を 1 個
の A-D コンノミータへ信号伝達を行う回路です。
ICL7107 
図 7 電圧・ひずみ. i鴎観i淀値切鶴ヨ路
?
5白書検出の方法として、 1次元PSD (S3271 浜ホト)
を使用して蹄観j定光源系を製作しました。距離検出
には三角澱誌の原理を使用し、図 71こE陣営センサの構 1 
成原還を示します三測ろうとする鶴屋llUlnから l畑、
投光用レンズ (fニ12、 φ=15) と集光用レンズ (f=12、


























































富田俊彦著: "PSD による距離センサの設計と製作'トランジスタ技術 CQ 出版社
? ?
